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表 1　情報表現力 2 到達目標・授業概要（シラバスより）





































10 回 映像の編集（２） 動画（ムービー）からムービー作成
11 回 映像の編集（３） 総仕上げ
12 回 映像の編集（４） 総仕上げ
13 回 相互評価（１） 相互評価（１）






れ 2 分～3 分までとし作成させた。これ以上の長さでは冗長になり「リピートしたくなる」2）
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作品にはなりにくい。後年の授業でも「作品を決められた分数に収める」ことは大事な用件
として指導し続けている。















































3.3.　2013 年度（受講者 1 名）
前年度も受講者減少で少人数となったが、2013 年は受講者 1 名であった。マンツーマン




2013 年度の 1 名受講を契機に「科目内容を告知しなければならない」と強く認識するよ
うになった。
3.4.　2014 年度（変革）
前年度の 1 名クラスを契機に表現力 1、2 の内容を実勢に合わせて変革することとなった。
筆者は毎年前期有明キャンパスで「情報表現力 1、2」後期武蔵野キャンパスで「コンピュー
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3.4.1.　コンピュータ基礎 2 での告知




PowerPoint を使いこなすことで一定レベルの動画が作成できることは Microso も推奨
している。このメソッドを情報表現力 2（メディアムービー）に取り入れることとした。
授業階層を下図 1 のように整えコンピュータ基礎 2 受講の学生に紹介した。
ガイダンス時には「今行っている学習がステップアップ出来る」ことを過去動画を上映し
つつ紹介した。
































































ただし、表現力 1 と 2 の受講者数を比較すると 1 割～ 2 割程度減少する。
ポスター、チラシを Word で作成する表現力 1 よりも「ムービー」を作る表現力 2 は学
生に取りハードルが高いものとなっている。
表 4　履修者学部学年別人数
担　当 石川　恵理子 担　当 石川　恵理子
クラス 月曜 3・4 限 クラス 水曜 4・5 限
◆履修状況 ◆履修状況
学　部 学　年 人　数 学　部 学　年 人　数
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ ･ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 2 22 環境学部 2 3
環境学部 4 1 4 3
人間科学部 4 1 人間科学部 4 3
政治経済学部 2 1 政治経済学部 2 22
4 1
合　計 26 合　計 31
表 5　科目連携履修状況
2014 年度 はい いいえ 履修率
コンピュータ基礎 2 を履修した
月曜 10 14 42%
水曜 4 21 16%
計 14 35 29%
表現力 1（メディアアート）を受講した
月曜 22 2 92%
水曜 21 4 84%

































3. 作成実習（規定・自由作品共通） 4.7 4.8
4. 作品上映、鑑賞について 4.9 4.8
平　均 4.7 4.7
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担　当 石川　恵理子 担　当 石川　恵理子
クラス 月曜 3・4 限 クラス 金曜 2・3 限
◆履修状況 ◆履修状況
学　部 学　年 人　数
学　部 学　年 人　数 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ ･ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 4 1
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ ･ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 2 18 環境学科環境学専攻 2 3
経済学部 2 11 3 1
人間科学部 2 2 環境学科都市環境専攻 4 3
政治経済学部 3 8 政治経済学部 3 2
文学部 3 1 4 2
法学部 2 10 法律学科 2 2






































3. 作成実習（規定・自由作品共通） 4.7 4.9
4. 作品上映、鑑賞について 4.8 5.0
平　均 4.8 4.9
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特に表現力 2 については PowerPoint の技量により差がつくため「コンピュータ基礎 2」
履修者を優先に選抜が行われることを望む。表現力 2（3-4 時限）については 84 名もの希
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表 10　2016 年度希望者履修者人数
3−4 限 5−6 限
希望者 履修者 希望者 履修者
情報表現力 1 108 47 54 53
情報表現力 2 84 28 42 37
4.2.　2016 年度の授業運営
今年度の体制は、講師、加藤 TA、学生サポーター（金田一、宮原は 4 年生のため出られ












































不安材料があるとすれば、本年度 3、4 学期に実施されている「コンピュータ基礎 2」で
ある。今年度より大幅にカリキュラムが変わり前年までは PowerPoint1 科目のみの授業で
あった。今年度は一気に MOS Word Excel PowerPoint の 3 科目を学ぶ場となった。既に
授業は始まっているが「表現力科目」に必要なスキルを教えられる時間が無くなっている。
表 12　2016 年度授業満足度






3. 作成実習（規定・自由作品共通） 4.8 4.8
4. 作品上映、鑑賞について 5.0 4.9
平　均 4.9 4.8
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情報表現力 2 メディアムービーのピークは 2016 年度であったという事にならないことを
祈りたい。
註
1 ）　新垣智秀氏（Skytomo） YouTube Next Up メンバー 2012（日本の 16 名）に選出される。
（https://youtube-jp.googleblog.com/2012/11/youtube-youtube-nextup.html）











　加藤 TA の作品　与えられたテーマでの作品作りサンプル作品（マクドナルド CM 作成）
2013 年度 TA 作品　森口 TA  授業紹介ムービー石川作品　YouTube クリエーターの動向を含め
皆さんへのメッセージ + αを動画にした。
4 ）　優秀作品を Skytomo（新垣智秀氏）に見ていただきネットを通じてコメントを頂いている。
